
西小岩小学校応援団実践報告書 

１ 校長及びコーディネーター氏名 

   西小岩小学校長    亀 山 竹 彦 

  コーディネーター     猿 橋 隆 之                      

２ 今年度の活動内容 

応援団の種類 応援団の名称 活動内容 

安全・安心 

 

 

保護者による登校班の付き

添い 

あいさつ運動 

○登校時の安全を見守る。 

○通学路で登校の安全を見守る。 

○礼儀の基本である挨拶の指導を学校と協力する。 

学習活動 授業ボランティア 

 

漢検ボランティア 

○各教科・総合・道徳・特別活動における体験活動での、

ゲストティーチャーや学習支援 

○年間１回の予定で募集、申込み、当日の監督、その他

運営面をすべて PTA 役員によって行っている。 

読書活動 図書ボランティア 

・読み聞かせ隊 

・お直し隊 

○学級に入って本の読み聞かせをする。 

○本の修理や本の整頓、図書室の整備、ディスプレイ 

 学校内の図書活動に関する掲示物の作成。 

環境活動 PTA 廃品回収 

PTA 花壇ボランティア 

コンポスト堆肥作り 

学校内花壇ボランティア 

○学期に１回、年３回の廃品回収 

○季節毎に正門の花壇の植え替え 

○年間を通しての堆肥作り。 

○学校内の花壇の整備。 

３ 学校応援団組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西小岩小学校 
コーディネーター･学校評議員 学校の担当窓口(副校長) 

保護者による活動 

 

PTA 役員による活動 

 

PTAOB による活動 

 
・図書ボランティア 

○年間を通しての読み聞かせ 

○毎週月曜日に集まっての書

室及び校内の読書活動推進

への環境整備 

・花壇ボランティア 

○季節毎の花の植え替え 

・あいさつ運動及び登校班の付 

き添い 

  

 

 （手作り教室） 

（出前ポニーランド） 

・学期１回の廃品回収 

・年１回のバザー（フェスタ＆バ

ザー） 

・土曜授業・行事での受付 

・運動会・学校公開手伝い 

・研究発表会手伝い 

・年１回の漢字検定の運営 

・旗振り当番（登校時） 

・コンポストによる堆肥作り 

・学校内の花壇の整備 

･ 宿泊行事での生活指導員 

 

地域の人材活用 

 
・伝統文化教室（琴・茶道） 

・伝統工芸（漆塗り） 

・ボランティアセンター（福祉） 

 



４ 今年度の成果と今後の課題 

 ＜成果＞ 

  
図書ボランティア       漢字検定         花壇ボランティア 

 

ボランティアセンター       茶道            お琴 

・安全・安心のための保護者による登下校の付き添いのお陰で、事故なく登下校ができた。 

・学習活動で、授業ボランティアの活用で、有意義な体験学習ができた。 

・読書活動推進のため、保護者による読み聞かせや図書のバーコード管理入力をお手伝いいただき、と

ても助かった。 

・環境活動で、廃品回収をやっていただき、リサイクル活動推進がしっかりできた。 

・花壇ボランティアのお陰で、学校内の花壇の整備がよくできた。 

＜課題＞ 

   ・各週活動において、年間を通して計画的に授業ボランティアを活用していく。 

   ・副校長が中心に活動を進めて行くことが多いので、主幹・主任教諭などの教員も意識して活動する。 

５ コーディネーターより   

    西小岩小学校は、年間を通して多くの場面で教育活動にご協力いただいています。図書ボランティア 

による、週１回の学級の読み聞かせや図書のバーコード管理入力は、西小岩小学校の読書科推進に大きく

貢献しています。また、西小岩小学校の玄関横の花壇は、花壇ボランティアのお陰で綺麗な花が咲き、来

校される方の心を和ませてくれています。学習活動においても、多くの授業ボランティアの方々のお陰で、

充実した学習ができました。これからも学校応援団による活動が広がっていくことを願っています。 

６ 学校長より 

 開校７６周年という伝統ある西小岩小では、学校応援団が設立する前から保護者や地域の皆様のご協

力により学校支援の体制ができあがっていました｡ 今年度、学校応援団を設立するにあたり、今までの

学校支援に協力してくれた方々が、快く参加してくれたので、今までと変わりない支援体制を継続する

ことができました｡ 今後とも、学校・保護者・地域の三者が子どものよりよい成長のために協力し合っ

ていけるように、コーディネーターさんを中心に、より強固にそして密接に学校応援団と充実した教育

活動ができるようにしていきたい｡ 

 

 

 

 

 


